
3
2011  MARCH

No.689

広報

松尾中学校 立志式：平成23年２月４日撮影

将来の夢・希望を胸に
立志の誓い !
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「
深
め
よ
う
知
識
」「
深
め
よ
う
絆
」

生
涯
学
習
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　

２
月
20
日
、
開
発
セ
ン
タ
ー
で
、
村
内
か

ら
約
４
０
０
人
が
集
ま
り
「
生
涯
学
習
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
会
場

で
は
、
生
涯
学
習
講
座
の
作
品
が
展
示
さ
れ
、

午
後
に
は
文
化
協
会
に
よ
る
実
践
活
動
発
表

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
記
念
講
演
で
は
、
奈
良
市
社
会
教

育
委
員
の
向こ

う

野の

幾い
く

世よ

氏
が
自
ら
の
体
験
談
や

今
ま
で
接
し
て
き
た
障
害
の
あ
る
子
ど
も
た

ち
の
話
し
を
さ
れ
、
心
に
響
く
講
演
は
出
席

者
の
笑
い
と
涙
を
誘
い
ま
し
た
。

　
「
生
涯
学
習
」
は
、
村
民
一
人

ひ
と
り
が
主
役
の
、
い
つ
で
も
、

ど
こ
で
も
、
自
由
に
取
り
組
め
る

も
の
で
す
。

　

個
人
が
よ
り
豊
か
な
生
活
を
求

め
、
よ
り
豊
か
な
生
涯
を
過
ご
す

こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

自
分
に
あ
っ
た
趣
味
を
見
つ

け
、
取
り
組
ん
で
み
ま
し
ょ
う
。 ▲記念講演講師 向野幾世 氏▲講演を聞いているみなさん

生
涯
学
習
功
労
者
表
彰

那
須 

熊
雄 

さ
ん（
不
土
野
）

椎
葉 

治
美 

さ
ん（
大
河
内
）

公
民
館
連
合
会
功
労
者
表
彰

黒
木 

忠 

さ
ん（
尾
八
重
）

尾
前 

誠
一 

さ
ん（
尾
向
）

黒
木 

吉
美 

さ
ん（
栂
尾
）

「
子
ど
も
の
声
を
聞
く
会
」

　

各
小
中
学
校
の
代
表
の
児
童
生
徒
が
将

来
の
夢
、
椎
葉
の
魅
力
や
問
題
点
な
ど
の

発
表
を
行
い
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
の
発

表
は
ど
れ
も
椎
葉
へ
の
想
い
が
た
く
さ
ん

つ
ま
っ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
意
見
交
換
会
で
は
、
働
く
場
所

を
増
や
し
て
ほ
し
い
、
道
路
の
整
備
を
し

て
ほ
し
い
な
ど
の
村
へ
の
要
望
や
、
椎
葉

の
Ｐ
Ｒ
方
法
、
観
光
ア
イ
デ
ィ
ア
な
ど
椎

葉
が
直
面
し
て
い
る
問
題
や
子
ど
も
ら
し

い
発
想
な
ど
た
く
さ
ん
の
意
見
が
で
ま

し
た
。

松尾小 ６年

岡
おか

村
むら

 ひばり さん

尾向小 ４年

布
ふ

施
せ

 尚
なお

哉
や

 くん

大河内小 ６年

椎
しい

葉
ば

 日
ひ

菜
な

 さん

小崎小 ６年

那
な

須
す

 香
か

奈
な

子
こ

 さん

司会進行
小崎小 教頭

澁
しぶ

谷
や

 雅
まさ

冶
はる

 先生

椎葉小 ６年

尾
お

前
まえ

 涼
りょう

香
か

 さん

椎葉中 ２年

尾
お

前
まえ

 正
まさ

樹
き

 くん

松尾中 ２年

安
あん

藤
どう

 有
ゆ

希
き

 さん



椎
葉
村
文
化
協
会　
実
践
発
表
会

第
10
回　
椎
葉
村「
人
権
作
品
コ
ン
ク
ー
ル
」

　

今
回
、
村
内
の
小
中
学
校
か
ら
４
７
４

点
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
人
権
に
つ
い
て
み
ん
な

で
考
え
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

▲
生
涯
学
習
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
で
表
彰

標語 硬筆 毛筆

　

椎
葉
村
文
化
協
会
は
、10
団
体（
会
員
１
２
３
名
）

で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。こ
の
日
は
各
団
体
が
民
謡
・

太
鼓
・
演
奏
の
ほ
か
、活
動
報
告
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

興味のある方は、
気軽に会員に声を
かけてください！
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【
標
語
の
部
】
応
募
２
３
７
点

■
最
優
秀
賞

　

黒
木　

千
広（
椎
葉
中
２
年
）

■
優
秀
賞

　

中
村　

俊
貴（
松
尾
中
２
年
）

　

日
髙　

陽
菜（
松
尾
小
３
年
）

■
奨
励
賞

　

椎
葉　

優
斗（
小
崎
小
５
年
）

　

黒
木　

航
基（
大
河
内
小
５
年
）

　

久
間
圭
一
郎（
不
土
野
小
６
年
）

　

尾
前
さ
く
ら（
椎
葉
中
１
年
）

　

植
田　

光
一（
椎
葉
小
４
年
）

【
毛
筆
の
部
】
応
募
１
７
６
点

■
最
優
秀
賞

　

尾
前
萌
々
花（
椎
葉
小
５
年
）

■
優
秀
賞

　

那
須　
　

葵（
松
尾
小
６
年
）

　

尾
前　

彩
夏（
椎
葉
中
２
年
）

■
奨
励
賞

　

那
須　

琴
乃（
椎
葉
小
２
年
）

　

黒
木
沙
也
加（
小
崎
小
３
年
）

　

尾
前　

渚
紗（
尾
向
小
４
年
）

　

南
園　

美
穂（
椎
葉
中
１
年
）

　

那
須　

由
佳（
松
尾
中
２
年
）

【
硬
筆
の
部
】
応
募
６
１
点

■
最
優
秀
賞

　

椎
葉　

愛
果（
松
尾
小
２
年
）

■
優
秀
賞

　

椎
葉
菜
々
花（
尾
向
小
１
年
）

■
奨
励
賞

　

椎
葉　

羽
月（
松
尾
小
１
年
）

　

尾
前　

美
紅（
椎
葉
小
２
年
）

※
敬
称
略 　



自
分
の
地
域
は

　
　

自
分
で
守
る

▲不土野での防災訓練（防災ヘリ「あおぞら」）
　

平
成
22
年
度
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事

業「
地
域
防
災
ス
ク
ー
ル
モ
デ
ル
事
業
」

を
活
用
し
て
、
上
椎
葉
区
と
大
河
内
区

に
発
電
機
、
投
光
機
、
折
り
た
た
み
式

テ
ン
ト
等
が
配
備
さ
れ
ま
し
た
。

　

各
機
材
に
つ
い
て
は
、
本
部
及
び
第

７
部
の
機
庫
に
保
管
さ
れ
、有
事
の
際
、

小
学
校
、
区
（
自
主
防
災
組
織
）
の
防

災
訓
練
等
で
活
用
さ
れ
ま
す
。
啓
発
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
及
び
非
常
食
は
学
校
、
避

難
所
等
に
配
備
し
、
総
務
課
行
政
グ

ル
ー
プ
が
小
学
校
で
行
う
各
種
訓
練
で

活
用
す
る
ほ
か
、
図
書
室
等
に
も
常
備

配
備
し
、
児
童
た
ち
の
防
災
に
対
す
る

啓
発
を
図
り
ま
す
。

　

自
主
防
災
組
織
、
小
学
校
で
の
各
種

訓
練
を
通
し
て
、
自
分
た
ち
の
地
域

は
自
分
で
守
る
と
い
う
意
識
の
醸
成
を

図
る
と
共
に
、
児
童
た
ち
が
消
防
団
員

や
地
区
住
民
と
し
て
防
災
事
業
に
携
わ

り
、
村
全
体
の
防
災
力
の
向
上
が
図
ら

れ
れ
ば
幸
い
で
す
。

　

ま
た
、
村
に
お
い
て
も
、
毎
年
代
表

区
で
防
災
訓
練
を
実
施
し
、
実
施
区
を

優
先
に
年
次
計
画
で
発
電
機
及
び
投
光

機
を
配
備
し
て
い
ま
す
。

▲本部及び第７部機庫に保管された機材（投光器・発電機）
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覚
え
て
お
こ
う
！

Ａ
Ｅ
Ｄ（
自
動
体
外
式
除
細
動
器
）の
使
用
方
法

　

本
村
で
は
別
表
の
学
校
施
設
等
に
Ａ
Ｅ
Ｄ
を

整
備
し
て
い
ま
す
。
今
後
、自
主
防
災
組
織
、学

校
、消
防
団
等
が
連
携
し
て
実
施
す
る
訓
練
で
訓

練
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
を
活
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、Ａ

Ｅ
Ｄ
の
正
し
い
取
扱
い
の
普
及
を
目
指
し
ま
す
。

【別表】
ＡＥＤ設置施設一覧

公民館名 設置施設名

上椎葉

椎 葉 小

椎 葉 中

す こ や か 館

椎葉村国保病院

醇 和 寮

村 体 育 館

鹿野遊 鹿 野 遊 小

尾　向 尾 向 小

不土野 不 土 野 小

小　崎 小 崎 小

大河内
大 河 内 小

※ 九 大 演 習 林

松　尾
松 尾 小

松 尾 中

※大学が設置

▲ＡＥＤを使った心肺蘇生法の訓練

▼事業で購入したＡＥＤ心肺蘇生法
　訓練シミュレータ

▲ＡＥＤ（自動体外式除細
動器）本体

未来の消防団員に !
　

椎
葉
小
学
校
で
行
わ
れ
た
集
合
学
習

で
消
防
事
業
の
説
明
を
す
る
消
防
団

員
。
や
は
り
消
防
車
両
、
消
防
機
材

に
は
と
て
も
興
味
が
あ
る
よ
う
で
す
。

将
来
の
消
防
団
員
、
自
主
防
災
組
織
の

一
員
が
誕
生
す
る
こ
と
を
期
待
し
て
い

ま
す
。

　

村
内
４
カ
所
の
気
象
情
報
・
警
報
・

土
砂
災
害
情
報
が
チ
ェ
ッ
ク
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
椎
葉
村
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

天
気
予
報
、
降
水
量
な
ど
の
気
象
情

報
、
椎
葉
村
に
発
令
中
の
注
意
報
、
警

報
、
村
内
で
の
土
砂
災
害
情
報
な
ど
、

梅
雨
時
期
や
台
風
時
期
に
は
各
自
で
確

認
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

こまめにチェック
防災情報

①電源を入れる。
以降は AED の音声ガ
イドに従って操作を行
います。

③コネクタを接続
心電図の解析中、準備
が完了したら患者から
離れるように指示をす
る。

②パッドの図に従い、
電極パッドを装着
パッドを貼る間も胸部
圧迫・人工呼吸を続け
ます。

④ショックボタンを
押す
救急隊が到着するまで
ＡＥＤ・胸部圧迫・人
工呼吸を繰り返す。

ＡＥＤの操作方法
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７　職員手当の状況
区　　分 椎　　　葉　　　村 国

期末勤勉手当
期末手当 勤勉手当 計

本村と同じ

　6 月期 1.25 月 0.7 月 1.95 月
12 月期 1.375 月 0.625 月 ２月

扶 養 手 当
・配偶者　　　　　　　13,000円
・扶養親族　１人につき6,500円
　（配偶者がいない場合　１人のみ　11,000円）

住 居 手 当 借家借間で家賃を支払っている職員　最高27,000円

通 勤 手 当 片道の通勤距離が２km以上の職員
通勤距離に応じて3,400円〜19,500円 本村と異なる

時間外勤務手当
平成21年度 支給総額 9,942千円 職員１人当たり支給年額 79,536円
平成20年度 支給総額 6,455千円 職員１人当たり支給年額 50,430円

特殊勤務手当
（対全職員）

主な手当の名称 手当種類 支給対象職員の割合
（対全職員）

支給対象職員の
平均支給月額

医師、看護師、村税事務等に
従事する手当 9 19.70% 67 千円

＊平成21年度の時間外勤務手当には、国、県、村政選挙分が含まれる。

８　部門別職員数の状況（全会計、除く特別職）
年　度部　局 区　分 H22.4.1 H21.4.1

村長部局

総　務　課
グループ数 2 3
職員数 10 16

地域振興課
グループ数 2 0
職員数 7 0

税務住民課
グループ数 3 2
職員数 9 11

福祉保健課
グループ数 3 5
職員数 23 22

農林振興課
グループ数 3 6
職員数 12 11

建　設　課
グループ数 2 5
職員数 9 8

出　納　室
グループ数 1 1
職員数 2 2

村立病院
係　数 2 2
職員数 28 27

教 育 委 員 会
グループ数 2 3
職員数 25 25

議 会 事 務 局
グループ数 1 1
職員数 2 2

農 業 委 員 会
グループ数 1 1
職員数 1 1

選挙管理委員会
グループ数
職員数 兼　1 兼　1

監査委員事務局
グループ数
職員数 兼　1 兼　1

合　　　　　 計
グループ数 22 29
職員数 128 125

※職員の条例定数は 150 人です。

９　特別職の報酬等の状況

区　　　分 給料月額等

給　　料

村　長 719,000円

副村長 580,000円

収入役 廃　　止

報　　酬

議　長 293,000円

副議長 220,000円

議　員 203,000円

期末手当

村　長
副村長
議　長
副議長
議　員

　６月期　1.45月分

１２月期　1.5　月分

　　計　　2.95月分

（加算措置あり）

（注）特別職には勤勉手当は支給されません
（注）村長、副村長の給料は、平成 22 年 12 月７日で
　　　改正されています

（単位：人）
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椎葉村職員の給与などを公表します
※椎葉村職員の給与などの状況を知っていただくため、平成22年４月１日現在における概要を公表します。

（ただし、一般会計の職員給与について掲載したもので、特別会計の職員の給与は含まれておりません）

１　人件費の状況（普通会計決算）

年　度 住民基本台帳人口
（４月１日現在）

歳出額（Ａ）
千円

実質収支
千円

人件費（Ｂ）
千円

人件費率
（Ｂ）／（Ａ）

（参考）
20年度の人件費率

21年度決算 3,303 人 4,660,851 307,708 754,548 16.19% 16.39%
（注）一般会計における当初予算の歳出額・人件費には、一般職員や非常勤の特別職・常勤の特別職などに支給される
　　　報酬・共済費・各種手当なども含まれています。

２　一般職員の給与費の状況（一般会計）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）

区　　分 職員数Ａ
（４月１日現在）

給　　　　　与　　　　　費 一人あたり
給与費Ｂ／Ａ給料総額 職員手当 期末勤勉手当 総　計Ｂ

22 年度当初予算 89 人 306,503 43,943 113,224 463,670 5,209
（注）職員手当には退職手当を含まない。給与費は当初予算に計上された額である。

３　職員の平均給料月額および平均年齢の状況　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：円）

区　　分
一般行政職 技能労務職

平均給料月額 平均年齢 平均給料月額 平均年齢

椎　葉　村 277,000 38.2 316,300 47.6

４　職員の初任給の状況　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：円）

区　　　　　　　　　分 椎葉村の初任給 国の初任給

一般行政職

大　学　卒 161,600

本村と同じ短　大　卒 149,800

高　校　卒 140,100

５　職員の経験年数別・学歴別平均給料月額の状況　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：円）

区　　　　　分
経　　　　験　　　　年　　　　数

10 年以上 15 年未満 15 年以上 20 年未満 25 年以上 30 年未満

一般行政職
大　　学　　卒 262,100 295,500 368,900

高　　校　　卒 232,500 262,700 362,100

技能労務職 高　　校　　卒 229,700 265,700 333,600

６　一般会計における一般職員の級別職員数の状況　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：人）

区分 １級 ２級 ３級 ４級 ５級 ６級 合計

標準的な
職務内容

主事補
技師補

主　事
技　師

主任主事
主任技師

係長・副主幹
主　査 主　幹 課　長 課　長

職員数 8 15 46 12 7 1 89
（注）標準的な職務内容とは、それぞれの級に該当する職名です。
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  特定健診・後期高齢者健診・若者健診・結核検診・大腸がん（便）検診・前立腺がん検診
健診（検診）日 受　付　時　間 健　診　会　場 対　　象　　地　　区

５月13日（金）
10：00〜 11：00

す こ や か 館

下福良・間柏原・夜狩内・佐礼住宅・
山中団地・那須橋尾平・持田団地・下椎葉

13：30〜 14：30 若宮・若宮住宅・桑ノ木原・針金橋・
針金橋団地・尾田山中

５月16日（月）
10：00〜 11：00

尾 向 小 体 育 館
尾前上下・寺床・鶴ノ平・水無

13：30〜 14：30 向山日当・尾手納・向山日添

５月17日（火）
10：00〜 11：00 鹿 野 遊 小 体 育 館 鹿野遊全地区

13：30〜 14：30 仲 塔 小 体 育 館 仲塔全地区

５月18日（水）
10：00〜 11：00 大河内生活改善センター 本郷・丸野・城・大藪

13：30〜 14：00 矢 立 集 会 所 合戦原・矢立

５月19日（木）
10：00〜 10：20 栂 尾 の 館 栂尾全地区

13：30〜 14：00 す こ や か 館 村内全地区（もれ者）

５月20日（金）
10：00〜 10：30

す こ や か 館 村内全地区（もれ者）
13：30〜 14：00

　胃がん検診・乳がん検診・子宮がん検診・骨密度検査・

肺がん検診は、待ち時間を短縮するため、受付時間は時

間予約制とします。予約時間はあらかじめ割り振ったも

のを、受診券に表示してご案内いたします。受診券が手

元に届いたら、健診（検診）日、受付時間および受診に

あたっての注意事項等を必ず確認してください。

  乳がん検診
検　診　日 受　付　時　間 検　診　会　場 対　　象　　地　　区

６月13日（月）
から

18日（土）まで
予　約　時　間 す こ や か 館 村内全地区

  子宮がん検診・骨密度検査
検　診　日 受　付　時　間 検　診　会　場 対　　象　　地　　区

８月２日（火）
　　３日（水） 予　約　時　間 す こ や か 館 村内全地区

  肺がん検診
検　診　日 受　付　時　間 検　診　会　場 対　　象　　地　　区

９月15日（木）
　　16日（金） 予　約　時　間 す こ や か 館 村内全地区
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健 康 だ よ り №161
役場 福祉保健課
健康づくりグループ
☎６８−７５１０　無料☎７−６８−７５１０

自分の健康は自分でつくる ! !

　平成23年度も椎葉村では各種健診（検診）を予定しています。健診（検診）の日程等は下記のとおり
ですが、今後、変更になる場合もありますので、やまびこ通信や受診券等で必ず確認してください。
　受診希望者には、健診（検診）日の２週間前には、受診券等を送付いたします。なお、受診希望者とは、
平成22年12月末に組合長を通じてお配りした「平成23年度　各種健診（検診）希望調査書」を提出した
方の中で、それぞれの健診（検診）を『希望する』とした方です。健診（検診）の申込みがまだお済みで
ない方は、受診券等の準備がありますので、早めに　福祉保健課　健康づくりグループ　までご連絡くだ
さい。

各種健診（検診）を受けましょう !

  胃がん検診
検　診　日 受　付　時　間 検　診　会　場 対　　象　　地　　区

４月12日（火）

予　約　時　間

す こ や か 館

若宮・若宮住宅・桑ノ木原・針金橋・
針金橋団地・尾田山中・下福良・間柏原・
夜狩内・佐礼住宅・山中団地・持田団地・
下椎葉・那須橋尾平

４月13日（水） 不土野生活改善センター 不土野全地区

４月14日（木） 尾 向 小 体 育 館 尾前上下・寺床・鶴ノ平・水無

４月15日（金） 大河内生活改善センター 大河内全地区

４月19日（火） す こ や か 館 尾八重全地区・栂尾全地区・小崎全地区

４月20日（水） 尾 向 小 体 育 館 向山日当・尾手納・向山日添

４月21日（木） 松 尾 小 体 育 館 松尾全地区

４月22日（金） 仲塔生活改善センター 仲塔全地区・鹿野遊全地区

４月23日（土） す こ や か 館 上椎葉上中下区・村内全地区（もれ者）

  特定健診・後期高齢者健診・若者健診・結核検診・大腸がん（便）検診・前立腺がん検診
健診（検診）日 受　付　時　間 健　診　会　場 対　　象　　地　　区

５月10日（火）
10：00〜 10：20 尾 八 重 体 育 館 尾八重全地区

13：30〜 14：00 不 土 野 小 体 育 館 不土野全地区

５月11日（水）
10：00〜 11：00 小 崎 小 体 育 館 小崎全地区

13：30〜 14：30 す こ や か 館 上椎葉上中下区

５月12日（木）

10：00〜 11：00

松 尾 小 体 育 館

水越・小原・中ノ八重・下松尾・新下松尾・
松尾教員住宅・上松尾・畑鳥ノ巣・榎峠・
唖谷・栗ノ尾

13：30〜 14：30
中尾・小ヶ倉・佐土ノ谷・竹ノ八重・
旧岩屋戸・岩屋戸・小河内・ロクロ・春岩尾・
新石原・石原



ヤマメ釣り　解禁 ! !
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椎葉
晃充
村長の

2月の
動き

村のできごと

備
え
あ
れ
ば
憂
い
な
し
！

  
避
難
訓
練

▲

ス
ム
ー
ズ
に
避
難
が
で
き
ま
し
た
。

　

本
年
度
、
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
が
実
施
す

る
、コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
に
お
き
ま
し
て
、

小
崎
公
民
館『
い
き
い
き
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成

事
業
』が
採
択
さ
れ
、ま
つ
り
備
品
や
公
民
館
活

用
に
要
す
る
施
設
等
の
整
備
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　

こ
の
事
業
は
、
宝
く
じ
の
収
益
金
を
受
け
て

行
わ
れ
る
も
の
で
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
健

全
な
発
展
の
た
め
に
使
わ
れ
ま
す
。

　２月14日、町村会は霧島連山・新
燃岳の継続的噴火で降灰など甚大な
被害が生じている高原町役場を訪問
し、災害見舞金50万円を送りました。
　町村会長の村長は「町民の皆様に
心からお見舞いを申し上げたい。一
日も早く日常生活に戻れるよう願っ
ている」と激励し、日高光浩高原町
長に見舞金を手渡しました。

　

 

町
村
会
だ
よ
り

１
日　

町
村
会
日
程
調
整
（
宮
崎
市
）

２
日　

県
町
村
会
予
算
査
定
（
宮
崎
市
）

　
　
　

県
総
合
計
画
審
議
会
、
高
原
町
訪
問

３
日　

県
青
少
年
育
成
県
民
会
議
理
事
会
（
宮
崎
市
）

４
日　

庁
議
（
役
場
）

７
日　

県
北
部
広
域
行
政
事
務
組
合
理
事
会
（
延
岡
市
）

８
日　

県
統
計
協
会
功
労
者
表
彰
式
（
宮
崎
市
）

　
　
　

県
統
計
協
会
協
議

９
日　

過
疎
問
題
調
査
会（
東
京
都
）、
全
国
過
疎
：
理
事
会

10
日　

自
治
会
館
管
理
組
合
定
例
会
（
宮
崎
市
）

　
　
　

総
合
事
務
組
合
議
会
、
県
町
村
会
理
事
会

　
　
　

地
域
振
興
対
策
協
議
会
部
会
長
会

14
日　

高
原
町
訪
問

15
日　

治
水
砂
防
協
会
支
部
長
会
議
（
鹿
児
島
県
）

16
日　

鳥
イ
ン
フ
ル
要
望
活
動
（
宮
崎
市
）

17
日　

観
光
協
会
理
事
会
（
開
発
セ
ン
タ
ー
）

18
日　

農
対
協
・
林
対
協
通
常
総
会
（
東
京
都
）

　
　
　

全
国
市
町
村
林
野
振
興
対
策
協
議
会
部
会
長
会

20
日　

生
涯
学
習
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
（
開
発
セ
ン
タ
ー
）

21
日　

県
町
村
議
会
議
長
定
期
総
会
（
宮
崎
市
）

23
日　

県
町
村
会
総
会
（
宮
崎
市
）

　
　
　

地
域
振
興
対
策
協
議
会
総
会
、
県
町
村
会
研
修
会

24
日　

全
国
水
産
業
協
議
会
理
事
会
（
東
京
都
）

　
　
　

日
向
入
郷
広
域
連
合
議
会
（
日
向
市
）

28
日　
国
保
連
合
会
総
会（
宮
崎
市
）、国
保
共
同
事
業
推
進
協
議
会

すこやか祝い金 贈呈式
　

田
原
将ま

さ

希き

く
ん
（
上
椎
葉
下
３
）、

椎
葉
文あ

や

音ね

ち
ゃ
ん（
不
土
野
中
）の
出
生

を
祝
う
、
す
こ
や
か
祝
い
金
の
贈
呈
式

が
村
長
室
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

第
１・２
子
目
に
10
万
円
、３
子
目
に

50
万
円
、４
子
目
以
降
に
は
１
０
０
万
円

の
定
期
証
書
が
渡
さ
れ
、５
年
後
に
換

金
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。（
２
月
４
日
）

▲すくすく元気に育ってね！

平成22年度
コミュニティ助成事業

（
椎
葉
中
学
校
・
２
月
７
日
）

　

校
舎
内
で
の
火
災
発
生
を
想
定

し
た
避
難
訓
練
が
消
防
団
２
部
の

協
力
の
も
と
行
わ
れ
ま
し
た
。
訓

練
で
は
、
火
災
発
生
の
緊
急
放
送

が
流
れ
る
と
、
ま
ず
窓
を
閉
め
、

集
団
で
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
避
難
し
ま

し
た
。

　

避
難
終
了
後
は
、
２
部
に
よ
る

放
水
訓
練
が
あ
り
、
代
表
の
生
徒

が
筒
先
を
持
ち
ま
し
た
。
予
想
以

上
の
水
圧
に
驚
い
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
消
火
器
を
使
っ
た
消
火
訓

練
も
行
わ
れ
、
消
火
剤
の
噴
出
の

時
間
が
思
っ
て
い
た
よ
り
短
く
、

完
全
に
消
火
が
出
来
て
い
な
い
生

徒
も
見
ら
れ
ま
し
た
。

　

災
害
は
い
つ
発
生
す
る
か
わ
か

り
ま
せ
ん
。
訓
練
を
す
る
こ
と
で

ス
ム
ー
ズ
な
対
応
が
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
す
。
各
家
庭
で
も
、
い

ろ
い
ろ
な
災
害
の
想
定
を
し
て
、

訓
練
を
行
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

▲

筒
先
か
ら
出
る
水
の
圧
力
は
か
な

り
の
も
の

　

補
助
が
無
い
と
支
え
き
れ
ま
せ
ん ▲消火器訓練、きちんと消火できました

避
難
時
の
合
言
葉

「
お
・
か
・
し
・
も
」

お
・
・
・
お
さ
な
い

か
・
・
・
か
け
な
い

し
・
・
・
し
ゃ
べ
ら
な
い

も
・
・
・
も
ど
ら
な
い
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１
日　

辞
令
交
付
式
（
役
場
）

　
　
　

宮
崎
県
議
選　

告
示

５
日　

子
牛
・
春
季
育
成
村
品
評
会（
那
須
橋
）

　
　
　

予
防
接
種
（
三
種
混
合
）

６
日　

児
童
館
・
保
育
所
入
園
式

７
日　

小
中
学
校 

始
業
式

８
日　

中
学
校
入
学
式

　
　
　

醇
和
寮
入
舎
式

10
日　

宮
崎
県
議
選　

投
票
日

12
日　

小
学
校
入
学
式

　
　
　

予
防
接
種
（
Ｍ
Ｒ
）

14
日　

村
長
杯
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

　
　
　
　
（
村
グ
ラ
ウ
ン
ド
）

15
日　

和
牛
登
録
・
畜
魂
供
養
祭（
那
須
橋
）

17
日　

家
庭
の
日

　
　
　

ミ
ニ
バ
レ
ー
春
季
大
会（
村
体
育
館
）

19
日　

村
議
会
議
員
選
挙　

告
示

20
日　

県
内
一
斉
消
毒
の
日

24
日　

村
議
会
議
員
選
挙　

投
票
日

26
日　

妊
婦
・
乳
児
・
お
誕
生
日
相
談

　
　
　

乳
児
健
診

　
　
　

予
防
接
種
（
Ｂ
Ｃ
Ｇ
・
Ｍ
Ｒ
）

27
日　

子
牛
・
春
季
育
成
郡
共
進
会

29
日　

昭
和
の
日

　
　
　

椎
葉
神
楽
記
念
事
業

　
　
　
　
（
開
発
セ
ン
タ
ー
）

30
日　

第
８
回
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大

会
（
村
グ
ラ
ウ
ン
ド
）

下
旬　

林
業
部
会
総
会

　
　
　

村
お
こ
し
グ
ル
ー
プ

　
　
　
　

連
絡
協
議
会
総
会

　
　
　

農
業
委
員
会
定
例
総
会

　
　
　

郡
公
民
館
連
合
会
総
会（
門
川
町
）

４
月
の
主
な
行
事

　

３
月
28
日
（
月
）、
諸
塚
村
南
川
地
区

　

吉
野
宮
神
社
に
て
吉
野
宮
神
社
大
祭

（
座
頭
神
祭
）
を
開
催
し
ま
す
。

　

吉
野
宮
神
社
は
、
足
利
時
代
中
期
に
こ

の
宮
の
東
で
検
校
位
の
座
頭
が
賊
に
よ
っ

て
殺
さ
れ
宮
地
に
放
さ
れ
、
そ
れ
を
村
人

が
祭
っ
た
と
さ
れ
て
お
り
、
昔
か
ら
目
の

神
様
・
病
気
を
治
す
神
様
と
し
て
崇
め
ら

れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
五
味
太
郎
氏
の
絵

本
「
吉
野
宮
物
語
」
で
書
か
れ
た
吉
野
宮

伝
説
の
舞
台
で
も
あ
り
ま
す
。

　

昭
和
38
年
よ
り
毎
年
３
月
28
日
に
大
祭

開
催
日
と
定
め
、
昭
和
59
年
に
は
５
０
０

年
祭
が
行
わ
れ
た
大
変
歴
史
と
伝
統
あ
る

お
祭
り
で
す
。

　

今
年
は
、
女
性
薩
摩
琵
琶
奏
者　

北
原

香
菜
子
氏
の
初
来
山
公
演
、
ま
た
南
川
地

区
の
伝
統
芸
能　

南
川
神
楽
、
箕
舞
が
披

露
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ぜ
ひ
吉
野
宮
神
社
大
祭
、
ま
た
春
爛
漫

の
諸
塚
村
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

〈
吉
野
宮
神
社
大
祭（
座
頭
神
祭
）〉

●
期
日
：
平
成
23
年
３
月
28
日
（
月
）

●
時
間
：
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
３
時

●
会
場
：
諸
塚
村
南
川　

吉
野
宮
神
社

諸　

塚　

村

日
向
東
臼
杵
情
報

と
な
り
村
に
行
こ
う
よ
！

■問い合わせ先
　諸塚村観光協会
　（しいたけの館21）
　☎０９８２−６５−０１７８

「
吉
野
宮
神
社
大
祭
」（
座
頭
神
祭
）

【問い合わせ先】

〒883-1601　宮崎県東臼杵郡椎葉村大字下福良1747番地20

椎葉村役場 総務課 行政グループ

☎０９８２−６７−３２０１　FAX０９８２−６７−２８２５

椎葉村メールアドレス：shbwebm@vi l l .sh i iba .miyazaki . jp

　「広報しいば」は村内の各家庭に無料で
お配りしています。希望者には村外へもお
送りいたしますので、ぜひご連絡ください。

※村外へのお届けには送付協力金 1,000
円（年額）のご負担をお願いしています。

宮崎県広報コンクール
２部門で入賞しました!
【広報紙：町村の部】
　　　入選（12月号）
【一枚写真の部】
　　　入選（７月号）

「広報しいば」を
お届けします !

（送付協力金（１年分）1,000円）



スポーツ・文化・ボランティア活動などの団体活動に最適な保険です
★万一の事故に備えてスポーツ安全保険に加入しましょう★

　平成23年度のスポーツ安全保険受付が３月より始まります。子ども会、運動クラブ、文化・ボランティア団体
など５名以上のグループであれば加入できます。子ども向けには個人活動まで補償できるＡＷ（子どもワイド保険）
もあります。加入して万一のけがや賠償責任などの事故に備えましょう。

【手続きは簡単！】インターネット加入も出来ます。
○加入依頼書に必要事項（氏名・年齢）を忘れずに記入し、掛金を添えて指定銀行（宮崎銀行）の窓口に御提

出ください。
※宮崎銀行からの掛金振込には一律50円の手数料がかかります。その他の銀行・郵便局については、各金融

機関の通常振込手数料がかかります。
※加入依頼書等は教育委員会等にあります。なお、前年度加入団体は代表者住所へ３月上旬に発送いたします。

○インターネット加入の場合は、当協会ホームページまたは下記アドレスから「スポ安ねっと」スポーツ安全
保険加入システムにアクセスして加入した後にコンビニで掛金を入金してください。

【保険期間と補償範囲】
　毎年４月１日から翌年３月31日までの間、４月１日以降の入金の場合は入金日の翌日より保険は有効になります。

◇グループ（団体）活動中の事故　◇グループ（団体）活動への往復中の事故が対象となります。（ＡＷを除く）

【問い合わせ先】（財）スポーツ安全協会宮崎県支部　☎（０９８５）５５−３１３６
【（財）スポーツ安全協会ホームページアドレス】http://www.sportsanzen.org
【スポーツ安全保険加入システム】「スポ安ねっと」https://www.spokyo.jp/spoannet.html

各種資料発送、あらまし、加入依頼書、事故通知ハガキ等が必要な場合は、「ホームページ」または
「スポ安ねっと」からお申込ください。

加入対象者・活動内容
加入区分
及び掛金
（１人年額）

対象となる
事故の範囲

傷害保険（補償額）１日目から補償 賠償責任保険
（てん補限度額）

突然死
葬祭費用保険死亡 後遺障害

（最高）
入院

（１日につき）
通院

（１日につき）

子ども
中学生以下

特別支援学校高等部の
生徒を含む

A１
600円

団体の活動
中とその往
復中（注１）

2,000
万円

3,000
万円

4,000
円

1,500
円

身体・財物賠償合算
１事故５億円
ただし、身体賠償は
１人１億円

突然死をした場
合の葬祭費用に
ついて、180万円
を限度として
補償（注３）

AＷ
1,150円

2,100
万円

3,150
万円

5,000
円

2,000
円

身体・財物賠償合算
１事故5億500万円
ただし、身体賠償は
１人１億500万円

上記以外の
個人活動

100
万円

150
万円

1,000
円

500
円
身体・財物賠償
合算１事故500万円

対象と
なりません

大
人
・
高
校
生
以
上

文化、ボランティア、
地域活動団体員の送
迎、応援等（スポー
ツ活動は対象外）

Ａ２
600円

団体の活動
中とその往
復中（注1）

2,000
万円

3,000
万円

4,000
円

1,500
円

身体・財物賠償合算
１事故５億円
ただし、身体賠償は
１人１億円

突然死をした場
合の葬祭費用に
ついて、180万円
を限度として
補償（注３）

スポーツ活動 Ｃ
1,600円

2,000
万円

3,000
万円

4,000
円

1,500
円

子どものスポーツ活
動の指導限定（注２）

ＡＣ
1,100円

1,000
万円

1,500
万円

2,500
円

1,000
円

65歳以上の
スポーツ活動（注２）

Ｂ
800円

600
万円

900
万円

1,800
円

1,000
円

全
年
齢

危険度の高いスポー
ツ活動
アメリカンフットボー
ル、山岳登はん等

Ｄ
9,000円

団体の活動
中とその往
復中

500
万円

750
万円

1,800
円

1,000
円

（注１）学校管理下を除く　　　（注２）高額補償をご希望の方はＣでも加入できます。
（注３）葬祭に要した一切の費用とは、通夜、祭壇、戒名料、お布施、墓地、墓石等、およびその後の法要等の費用を含みます。

全
年
齢

インターネット加入の
出来る短期スポーツ
教室（３ヶ月以内）

短期
スポーツ
教室
600円

団体の活動
中とその往
復中

2,000
万円

3,000
万円

4,000
円

1,500
円

身体・財物賠償合算
１事故５億円
ただし、身体賠償は
１人１億円

突然死をした場
合の葬祭費用に
ついて、180万円
を限度として
補償（注３）

※（財）スポーツ安全協会は、スポーツ及び社会教育活動の普及振興に寄与する目的で、1970年に文部科学省により許可さ
　れた営利を目的としない公益法人です。

Public Relations of  SHIIBA 13 2011（H23）３月号



卒業おめでとう!
小・中学校 卒業式

◎小学校
■期　日　３月24日（木）
■卒業生　合計21人
【椎 葉 小】男２人・女６人
　那須希美・尾前涼香・那須悠斗
　植村京香・桑原日向子
　那須紗華・椎葉達哉・黒木優香

【不土野小】男１人
　久間圭一郎

【小 崎 小】女２人
　那須香奈子・甲斐万央

【大河内小】男１人・女１人
　椎葉日菜・右田晶弘

【松 尾 小】男４人・女４人
　松岡雄蔵・安藤嶺・山本真由
　那須葵・岡村ひばり・椎葉彩香
　甲斐唯斗・甲斐拓篤

◎中学校 ※地区別掲載
■期　日　３月16日（水）
■卒業生　合計26人
【椎葉中学校】男８人・女13人
〈上椎葉〉
　那須令朋・那須希・椎葉七恵
　椎山晋之介・椎葉美由希

〈鹿野遊〉
　那須優里

〈尾八重〉
　椎葉千文・椎葉光基

〈尾　向〉
　尾前裕紀・尾前諒太・尾前ちはる
　椎葉ひかり・椎葉夕里香
　椎葉稜菜・那須航

〈不土野〉
　椎葉光司・久間琴絵

〈小　崎〉
　甲斐智英・黒木大希・椎葉章和

〈大河内〉
　右田莉奈

【松尾中学校】男２人・女３人
〈松　尾〉
　松岡優雅・甲斐捺美・那須拓哉
　甲斐奈菜・児玉来夢

※敬称略
■問い合わせ先
　椎葉村教育委員会
　☎６７−２８５０
　無料☎７−６７−００８１（００８２）

験資格については次のとおりです。
■受付期間　平成23年４月１日（金）
　　　　　　〜４月８日（金）
■第１次試験日
　平成23年５月15日（日）
■受験資格　高等学校またはこれと同

等と人事院が認める学校を卒業し、
または卒業する見込みであり、入学
する年の４月１日現在で24歳未満で
必要な受験資格を満たしている者

※受験資格、受験手続等の詳細は、
海上保安庁ホームページをご覧い
ただくか、第十管区海上保安本部
までお問い合わせください。

■問い合わせ先
　第十管区海上保安本部
　☎０９９−２５０−９８００

国民年金保険料を
きちんと納めましょう !

　国民年金保険料の納め忘れはあり
ませんか。平成22年度の国民年金保
険料額は、一ヶ月15,100円です。納
めた保険料は「社会保険控除」とし
て全額控除の対象となり、税金の負
担が軽減されます。
　まだ、納付のお済みでない方は、
至急お近くの金融機関で納付をお願
いします。
◎国民年金保険料の納付が困難なときは!!

　国民年金には、保険料納付が免
除や猶予される制度があります。
納付が困難だからといってそのま
まにせず、必ず役場の国民年金窓
口で手続を行ってください。

■問い合わせ先
　延岡年金事務所
　☎０９８２−２１−５４２４
　役場 税務住民課 住民グループ
　☎６７−３２０５
　無料☎７−６７−００５１（００５２）

忘れずに手続お願いします !
　転出や助成期間満了により受給資
格が消滅になった場合は子ども医療
費助成受給者証を役場戸籍係窓口か
すこやか館に返納してください。 
■問い合わせ先
　役場 福祉保健課 福祉グループ
　☎６８−７５１２
　無料☎７−６８−７５１２

転入・転出時には
水道使用の手続を !

椎葉村簡易水道ご利用の皆さま
（上椎葉・松尾・鹿野遊地区）
　3月、4月は村内外への転居が多く
なります。転居予定の方は、「開栓届」

「閉栓届」が必要です。早めのお手
続きをお願いいたします。
■問い合わせ先
　役場 建設課 施設管理グループ
　☎６７−３２０７
　無料☎７−６７−００７１（００７２）

新庁舎建設計画  進行中 !
　新庁舎の建設計画は順調に進行中
です。新庁舎の本格的な工事に伴い、
工事車両が多くなり、駐車場も使用
等に制限がでてきます。皆さまには
ご迷惑お掛けしますが、ご理解とご
協力をお願いいたします。
　また、おおもり歯科クリニックは
完成し、４月より新しい建物での診
療が始まります。
■問い合わせ先
　役場 総務課 財務グループ
　☎６７−３２０１
　無料☎７−６７−００２１

あんまマッサージ・
高齢者等バス助成金の

請求はお早めに !
　「あんまマッサージ・はり・きゅう
助成金」と「高齢者・障がい者バス
助成金」の請求はお済みでしょうか。
２月までのご利用分の請求は３月末、
３月のご利用分は４月末が締め切り
となります。お忘れにならないよう
に、お早めにお済ませください。
　なお、請求には請求書と利用者証
を忘れずにお待ちください。
■問い合わせ先
　役場 福祉保健課 福祉グループ
　☎６８−７５１２
　無料☎７−６８−７５１２

広い海を舞台に ! !
海上保安官募集

　海上保安庁では、海上保安学校学
生を募集しています。試験日程、受

お 知 ら せ
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税の納期（３月分）
納期限内に納めましょう !

【国民健康保険税】（10期）
■納　期　限　３月31日
■口座振替日　３月28日

滞納は許さない ! !
　今後も正当な理由無く滞納された
方は、税の公平性を確保するために
も厳しく対処いたします。
○平成22年度差押件数
　上椎葉　１件　 尾八重　５件
　尾　向　１件　 小　崎　１件
　差押合計金額　785,729円

　※２月15日現在
■問い合わせ先
　役場 税務住民課 税務グループ
　☎０９８２−６７−３２０５
　無料☎７−６７−００５１

お気軽に「行政相談」へ
　行政に関する苦情や要望等はござ
いませんか。お気軽にご相談ください。
■期日　３月7日（月）・４月12日（火）
　　　　※毎月第２火曜日
■時間　9：00〜12：00
■場所　高齢者センター（上椎葉）
■問い合わせ先
　役場 総務課 行政グループ
　☎６７−３２０１
　無料☎７−６７−００２１

悩まずに「心配ごと相談」へ
　夫婦や家族のこと。お金のこと。
ちょっとしたトラブル。どんなこと
でも結構です。心の悩みをかかえて
いませんか？ぜひご相談ください。

（電話でも対応いたします）

■試験日 ①４月15日〜18日の間の１日
　②10月14日〜 17日の間の１日
■問い合わせ先
　自衛隊日向地域事務所
　☎０９８２−５２−６９１４
　役場 総務課 行政グループ
　☎６７−３２０１
　無料☎７−６７−００２１

平成23年度
国家公務員採用試験

　人事院では、大学卒業等程度の試
験として「平成23年度国家公務員採
用試験」を実施します。
　受験資格、種類、受付期間等につ
いては次のとおりです。
◆受験資格

①昭和53年４月２日〜平成２年４
月１日生まれの者

②平成２年４月２日以降生まれで
大学・短大・高専を卒業した者

　平成24年３月までに卒業見込の
者及び人事院が同等と認める者

【国家公務員採用Ⅰ種試験】
◆受付期間　　４月１日〜４月８日
◆１次試験日　５月１日

【国家公務員採用Ⅱ種試験】
◆受付期間　　４月11日〜４月20日
◆１次試験日　６月19日

【国税専門官採用試験】
【労働基準監督官採用試験】
【法務教官採用試験】

◆受付期間　　４月１日〜４月14日
◆１次試験日　６月12日

■問い合わせ先
　人事院九州事務局第二課試験係
　☎０９２−４３１−７７３３

平成22年国勢調査結果速報 !
　昨年10月１日に全国一斉で行われた

「平成22年国勢調査」の集計表による人
口概数が速報として公表されました。
◎宮崎県　人　口　1,135,120人
　　　　　増減数　−17,922人
◎椎葉村　人　口　3,094人
　　　　　増減数　−384人
　　　　　世帯数　1,203世帯
　　　　　増減数　−66世帯
■問い合わせ先
　役場 総務課 行政グループ
　☎６７−３２０１
　無料☎７−６７−００２１

■期日　３月22日・４月18日
　　　　※毎月第３月曜日
　　　　※３月は火曜日
■時間　10：00〜15：00
■場所　保健センター「すこやか館」
■問い合わせ先
　椎葉村社会福祉協議会
　☎６７−２２７５

交通事故にあわれた方の
無料相談

　宮崎県自動車保険請求相談セン
ターでは、交通事故の無料相談をお
受けしております。
■相談日　月曜日〜金曜日
　　　　　（祝日を除く）
■時　間　9：00〜12：00
　　　　　13：00〜17：00

※来訪される場合は、事前にご連
絡ください。

■弁護士相談　毎月第３木曜日
　13：30〜16：00（無料/予約制要面談）
■問い合わせ先
　社団法人日本損害保険協会
　宮崎県自動車保険請求相談センター
　☎０９８５−２８−１１９９

「道路ふれあい月間」
推進標語募集 !

　国土交通省では「道路ふれあい月
間」推進標語を募集しています。
■応募資格　小学生以上
■応募期間　３月31日まで
　詳しい内容については国土交通
省ホームページをご覧ください。あ
なたのアイディアをお待ちしてお
ります。
■問い合わせ先
　国土交通省 
　道路局 道路交通管理課 総務係
　☎０３−５２５３−８１１１

「自衛官」募集 !
　「予備自衛官」の募集をしています。
◎予備自衛官

■資格（一般）18歳以上34歳未満
　　　　（技能）18歳以上で国家資格
　　　　　　　を有する者
■受付期間　①１月11日〜４月６日
　　　　　　②７月19日〜10月５日

Shiiba Information

お知らせ
●椎葉村ホームページ
http://www.vill.shiiba.miyazaki.jp
●椎葉村メールアドレス
shbwebm@vill.shiiba.miyazaki.jp

村内のうごき  ●２月１日現在
　男　　1,498人（−2）
　女　　1,529人（−2）
　計　　3,025人（−4）
世帯数　1,233戸（−2）
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門
で
入
選
。
こ

れ
も
村
民
の
皆
さ
ん
の
温
か
い
ご
協
力
の
お
か

げ
だ
と
思
い
ま
す
▼
コ
ン
ク
ー
ル
は
一
つ
の
評

価
。
目
指
す
は
住
民
に
愛
さ
れ
る
広
報
紙
の
作

成
。
ま
だ
ま
だ
勉
強
で
す
▼
県
内
に
は
す
ば
ら

し
い
広
報
紙
を
作
成
し
て
い
る
市
町
村
が
た
く

さ
ん
あ
り
ま
す
。
中
で
も
今
回
２
部
門
で
特
選

を
受
賞
し
た
「
都
農
町
」
の
広
報
紙
は
、
す
ば

ら
し
か
っ
た
▼
口
蹄
疫
発
生
か
ら
の
甚
大
な
被

害
の
様
子
や
住
民
全
員
の
必
死
な
取
り
組
み
が

取
材
し
て
あ
り
ま
す
▼
こ
の
広
報
紙
は
ぜ
ひ
皆

さ
ん
も
見
て
く
だ
さ
い
。都
農
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
▼
コ
ン
ク
ー
ル

と
同
日
に
行
わ
れ
た
研
修
会
。
た
く
さ
ん
の
す

ば
ら
し
い
広
報
マ
ン
た
ち
と
知
り
合
う
こ
と
が

で
き
ま
し
た
▼
知
り
合
え
た
広
報
マ
ン
た
ち
と

切
磋
琢
磨
し
、
い
い
広
報
が
作
れ
る
よ
う
に
頑

張
り
ま
す
（
梅
吉
）

編
集
後
記

E
d

ito
r's C

o
m

m
en

t

今月の表紙  Cover Message
　

14
歳
を
迎
え
た
中
学
２
年
生
そ
れ
ぞ

れ
が
将
来
の
夢
、
希
望
を
胸
に
堂
々
と

発
表
。
３
年
に
な
る
と
、
夢
へ
の
第
一

関
門
、
高
校
受
験
が
始
ま
り
ま
す
。

　

夢
を
叶
え
る
た
め
に
、
１
年
と
い
う

短
い
期
間
を
駆
け
上
っ
て
い
く
原
動
力

と
し
て
、
今
回
の
立
志
式
で
た
て
た
目

標
は
、必
ず
活
き
て
く
る
と
思
い
ま
す
。

「
立
志
式
」
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BOOK  CORNER

おすすめの１冊 図書室だより

　

つ
い
う
っ
か
り
死
ん
で
し
ま
っ
た

私
。
そ
ん
な
私
の
人
生
を
天
使
た

ち
と
一
緒
に
振
り
返
っ
て
い
く
ツ

ア
ー
。
今
の
ま
ま
で
い
い
の
か
と
疑

問
に
思
い
な
が
ら
生
き
て
い
た
私
の

素
敵
な
発
見
の
物
語
。

小崎小 教諭  

伊
い

集
じゅう

院
いん

 忠
ただ

親
ちか

 さん

　

ど
ん
な
事
で
も
「
い
い
か
ら
、
い

い
か
ら
。」
と
言
っ
て
楽
し
む
お
じ

い
ち
ゃ
ん
の
お
話
で
す
。
前
向
き
な

考
え
方
、
見
習
い
た
い
も
の
で
す
。

『
い
い
か
ら 

い
い
か
ら
』

【
絵
本
館
】

（
作
・
絵
）
長
谷
川 

義
史

小崎小 １年

那須 千
ち

夏
なつ

 さん

　

こ
の
本
は
、
男
の
子
が
ド
ラ
ゴ
ン

を
ペ
ッ
ト
に
し
よ
う
と
し
て
冒
険
す

る
お
話
で
す
。
お
話
の
途
中
に
出
て

く
る
迷
路
も
楽
し
い
で
す
。

『
ぼ
く
の
ペ
ッ
ト
は
ド
ラ
ゴ
ン
？
』

【
岩
崎
書
店
】

（
作
・
絵
）
中
村 

景
児

　

い
つ
も
ぼ
く
の
こ
と
を
一
番
に
考
え

育
て
て
く
れ
た
優
し
い
か
あ
さ
ん
。
か

あ
さ
ん
は
決
し
て
ぼ
く
を
ひ
と
り
に

は
し
な
か
っ
た
。
で
も
ぼ
く
は
…
。
か

あ
さ
ん
と
ぼ
く
の
温
か
い
絆
の
作
品
。

45

戸
籍
だ
よ
り
（
１
月
届
出
分
）

出
生　
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　
　

那
須 

翔か
け
る 

く
ん

（
間
柏
原
）
正
一
郎
・
久
美
子 

さ
ん

　
　

椎
葉 

龍り
ゅ
う

平へ
い 

く
ん

（
尾
手
納
）
太
志
・
睦
子 

さ
ん

死
亡　
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す

　

寺
原 

徳
千
代 

様
（
80
歳
）

上
椎
葉
（
針
金
橋
）

　

甲
斐 

美
行 

様
（
84
歳
）

松　

尾
（
新
下
松
尾
）

尾
前 

秀
美 

様
（
水
無
）

（
故 

尾
前 

美
知
人 

様
）

甲
斐 

実 

様
（
日
向
市
）

（
故 

甲
斐 

美
行 

様
）

『
人
生
逆
戻
り
ツ
ア
ー
』

【
プ
レ
ジ
デ
ン
ト
社
】

（
著
）
泉 

ウ
タ
マ
ロ

香
典
返
し

（
１
月
分
）
故
人
の
遺
志
を
尊
重
し
活
用

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す

開発センター
■問い合わせ先
　椎葉村教育委員会
　　☎0982−67−2850
無料☎7−67−0081（0082）

『
ぼ
く
と
か
あ
さ
ん
』

【
金
の
星
社
】

（
作
・
絵
）
い
も
と 

よ
う
こ

小崎小学校
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選
評
・
角　

光
雄 

先
生
（
あ
じ
ろ
主
宰
）

《
特
選
》

眠
る
山
よ
り
こ
ん
こ
ん
と
水
の
音　
　
　

	

山
本　

和
枝

［
評
］
俳
句
の
季
語
は
お
も
し
ろ
い
一
面
が
あ
る
。
山
の
こ
と
を
、
山
眠
る
（
冬
）、

山
笑
う
（
春
）、
山
滴
る
（
夏
）、
山
粧
ふ
（
秋
）
と
決
め
て
あ
る
。
掲
句
は

当
然
冬
の
山
。
た
ま
た
ま
眠
る
よ
う
な
静
か
な
山
へ
入
っ
た
。
す
る
と
意
外

に
も
水
の
音
。
作
者
は
冬
の
山
中
の
音
に
春
近
し
を
感
じ
て
い
る
の
だ
。

日
溜
ま
り
の
垂
れ
眉
地
蔵
野
梅
咲
く　
　
　

	

中
瀬　

汀

［
評
］
行
人
の
平
穏
を
守
る
地
蔵
さ
ま
。
い
つ
通
っ
て
も
微
笑
ん
で
下
さ
る
。
そ
ば

の
野
梅
も
和
す
る
か
の
よ
う
。い
い
風
景
で
あ
る
。（
野
梅
は
ヤ
バ
イ
と
読
む
。

ノ
ウ
メ
と
は
読
ま
な
い
。）

里
道
や
や
は
ら
か
く
な
る
猫
柳　

	
黒
木　

八
重
子

［
評
］
里
の
道
、
こ
の
作
者
に
は
何
で
も
な
い
呼
称
だ
ろ
う
が
、
と
っ
て
も
懐
か
し

い
こ
と
ば
。
行
き
交
う
人
達
の
名
前
、素
性
ま
で
解
っ
て
い
る
人
が
歩
く
道
。

猫
柳
に
さ
わ
る
と
、
そ
の
や
わ
ら
か
さ
に
春
が
ど
こ
ま
で
来
て
い
る
か
が
わ

か
る
作
者
。

《
佳
作
》

早

々

に

羽

子

つ

き

遊

ぶ

童

達

那
須　

瑞
穂

一
望
の
荒
畑
ど
こ
か
春
め
け
る

小
丸
川　

隆
信

白
菜
は
藁
鉢
巻
き
で
む
っ
ち
り
と

小
林　

榮
子

雪
だ
る
ま
と
け
て
し
ま
っ
て
子
ど
も
泣
く

椎
葉　

ツ
ユ
子

あ
ら
た
ま
の
卯
の
歳
を
ま
た
迎
え
け
り

椎
葉　

満

俳
句
募
集
＝
ど
な
た
で
も
投
句
で
き
ま
す
。
毎
月
10
日
ま
で
に
気
軽
に
総
務
課
へ
送
っ
て

く
だ
さ
い
。（
郵
便
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
可
）

選
評
・
角　

光
雄 

先
生
（
あ
じ
ろ
主
宰
）

《
特
選
》

桜
咲
く
頃
に
は
椎
葉
に
い
な
い
の
ね

椎
葉　

美
由
希
（
三
年
）

三
年
生
桜
の
数
ほ
ど
あ
り
が
と
う

椎
葉　

康
介　
（
二
年
）

つ
く
し
ん
ぼ
ぐ
ん
ぐ
ん
の
び
て
で
か
く
な
る

那
須　

暉
広　
（
一
年
）

椎
葉
中
学
校　

生
徒
作
品

《
準
特
選
》

野
の
道
に
咲
く
蒲
公
英
の
強
さ
か
な

椎
葉　

夕
里
香
（
三
年
）

春
風
が
私
の
背
を
押
す
門
出
の
日

那
須　

令
朋　
（
三
年
）

風
が
ふ
く
そ
れ
に
つ
ら
れ
て
山
笑
う

尾
前　

彩
夏　
（
二
年
）

芽
を
出
し
た
茶
色
い
帽
子
の
つ
く
し
ち
ゃ
ん

尾
前　

佐
知　
（
二
年
）

山
山
は
木
の
芽
を
ふ
や
す
風
が
吹
く

椎
葉　

和
弥　
（
一
年
）

卒
業
式
三
年
生
の
背
を
見
つ
め

尾
前　

さ
く
ら
（
一
年
）

《
佳
作
》

春
風
や
別
れ
と
新
た
な
出
会
い
あ
る

黒
木　

大
希　
（
三
年
）

春
風
に
押
さ
れ
旅
立
つ
椎
葉
村

椎
葉　

光
基　
（
三
年
）

通
信
簿
中
身
は
全
部
つ
く
し
ん
ぼ

椎
山　

晋
之
介
（
三
年
）

三
年
間
卒
業
式
で
よ
み
が
え
る

那
須　

希　
　
（
三
年
）

強
く
な
る
麦
踏
み
を
見
て
決
意
す
る

尾
前　

正
樹　
（
二
年
）

マ
ウ
ン
ド
に
立
つ
少
年
に
舞
う
桜

尾
前　

楓　
　
（
二
年
）

桜

道

歩

い

た

記

憶

忘

れ

な

い

那
須　

加
菜
美
（
二
年
）

う
ぐ
い
す
が
ど
こ
か
ら
と
な
く
楽
し
げ
に

南
園　

直
美　
（
二
年
）

春
な
の
に
椎
葉
に
は
ま
だ
雪
残
る

布
施　

朋
哉　
（
一
年
）

道
の
わ
き
一
面
に
広
が
る
花
菜
か
な

右
田　

樹　
　
（
一
年
）

鳥
た
ち
が
今
か
今
か
と
春
を
待
つ

吉
持　

恵
大　
（
一
年
）

○

こ
の
子
等
の
門
出
を
想
う
春
の
霜

久
野　

智
章　
（
職
員
）

春
風
に
別
れ
と
出
会
い
入
り
混
じ
る

竹
井　

孝
洋　
（
職
員
）

辛
夷
の
芽

−
マ
イ
ナ
ス

五
℃
の
朝
の
陽
に

南
園　

政
幸　
（
職
員
）



国
立
歴
史
民
俗
博
物
館

名
誉
教
授

　

小
島 

美
子 

氏

指導助言者紹介
昭
和
女
子
大
学 

教
授

　

渡
辺 

伸
夫 

氏

五
島
神
楽
保
存
会
連
絡
協
議
会 

幹
事
長

　

吉
村 

政
徳 

氏

講師紹介
東
京
文
化
財
研
究
所 

名
誉
研
究
員

　

星
野 

紘 

氏

《プログラム》

10：00〜　開　場

椎葉神楽等のビデオ

放映

11：30〜　受　付

12：40〜　開会行事

13：00〜　歓迎神楽

　子ども神楽

　（鹿野遊子ども会）

13：20〜　記念講演

　　　　（対談）

『過疎地域の正念場 

神楽の伝承』

14：20〜　現況報告

椎葉神楽保存連合会

代表

14：30〜　シンポジウム

　○事例発表・指導助言

・黒木 照美氏

　（栂尾神楽保存会）

・椎葉 智成氏

　（上椎葉神楽保存会）

・黒木 忠氏

（尾八重正調ひえ

つき節保存会）

・徳安 祐子氏

（九州歯科大学非

常勤講師）

　○質疑応答

17：00〜　閉会行事
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カメラ さんぽ

　

上
椎
葉
児
童
館
で
節
分
の
豆
ま
き
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
か
わ
い
い
鬼
さ
ん
た
ち
が

登
場
す
る
と
、「
鬼
は
〜
外
〜
」「
福
は
〜

内
〜
」
と
て
も
元
気
な
か
け
声
で
し
た
。

『
節
分
』（
２
月
３
日
）

不言実行　立志の誓い
（松尾中学校・２月４日）
（椎葉中学校・２月18日）

　

立
志
式
の
起
源
は
、
武
家

社
会
で
の
元
服
で
す
。
当
時

は
14
歳
の
立
春
の
日
に
元
服

式
が
行
わ
れ
、
こ
の
日
を
境

に
言
葉
遣
い
、
髪
型
、
服
装

な
ど
大
人
に
ふ
さ
わ
し
い
も

の
に
変
え
社
会
か
ら
一
人
前

の
大
人
と
し
て
認
め
ら
れ
、

社
会
的
な
責
任
を
負
わ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
立
場
に
な
る

も
の
で
し
た
。

　

こ
の
日
14
歳
を
迎
え
た

中
学
２
年
生
た
ち
が
自
分
の

将
来
の
夢
・
希
望
を
そ
れ
ぞ

れ
発
表
し
誓
い
を
た
て
ま

し
た
。

森の恵み『メープルシロップ』
　

尾
八
重
地
区
、
椎
葉
英ひ
で

生お

さ
ん
の

所
有
す
る
山
に
は
カ
エ
デ
の
木
が
自
生

し
て
い
ま
す
。
そ
の
カ
エ
デ
か
ら
樹
液

を
採
取
し
、
煮
詰
め
る
と
「
メ
ー
プ
ル

シ
ロ
ッ
プ
」
が
で
き
あ
が
り
ま
す
。

　

こ
の
日
は
、
樹
液
採
取
の
体
験
に

鹿
児
島
か
ら
６
人
来
ら
れ
て
い
ま
し

た
。
カ
エ
デ
に
穴
を
開
け
る
と
、
少

し
ず
つ
樹
液
が
出
て
き
ま
す
。
採
っ

た
ば
か
り
の
樹
液
は
、
無
色
透
明
で

飲
ん
で
み
る
と
、
木
の
香
り
と
ほ
ん

の
り
し
た
甘
さ
が
あ
り
ま
し
た
。

　

樹
液
が
採
取
で
き
る
の
は
冬
か
ら

春
に
か
け
て
の
短
い
期
間
、
今
年
の

椎
葉
は
厳
し
い
寒
さ
が
続
い
た
こ
と

も
あ
り
、
樹
液
の
採
取
量
が
例
年
よ

り
多
か
っ
た
そ
う
で
す
。（
２
月
21
日
）
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　サケ科サケ属のサクラマスのなかで降海せずに一
生を河川で過ごす河川残留型（陸封型）の個体を「ヤ
マメ」と呼びます。北海道、本州と九州では太平洋側
の神奈川県以北、日本海側の熊本県以北に分布しま
すが、養殖魚が放流されるなど分布域の拡大が見ら
れます。全長は大きいもので30㎝ほどに成長し、まれ
に40㎝を超す大物が捕獲されることがあります。背
部から側線にかけて散在する黒点と小判状の斑紋模
様が目立ち、中央部がうっすらと紅色に染まる体側の
様子は美しく「渓流の女王」と呼ばれる所以でしょう。
カゲロウやカワゲラなどの水生昆虫のほか、バッタや
甲虫などの陸生昆虫を主に食べ、時にはタカハヤ（ア
ブラメ）や小型のサンショウウオも餌とします。椎葉
では「エノハ」と呼ばれ、「銘水の郷」釣り大会が行わ
れるほど、最も身近な魚です。村内にはヤマメが生息
する渓流が多く、毎年たくさんの太公望が訪れます。

（九州大学演習林　久保田　勝義・榎木　勉）

ヤマメ（山女魚）
1

未来にはばたけ！

　ちょっと甘えん坊で車が大好きな一桜李く
ん。兄姉と仲良く、優しい子に育ってね☆

椎し
い

葉ば 

一い

桜お

李り 

く
ん

上
椎
葉
（
上
椎
葉
中
２
）

フェイス！
Face 
in March

上
椎
葉
（
上
椎
葉
下
１
）

勤
務
先
：
中
園
本
店

趣　

味
：
映
画
鑑
賞

中な
か

園ぞ
の 

翔し
ょ
う

太た 

さ
ん
（
27
歳
）

お
と
う
さ
ん
：
芳
満 

さ
ん

お
か
あ
さ
ん
：
恵
利
佳 

さ
ん

平成21年３月19日生まれ

◎このコーナーでは、職場・各種グループ・スポーツサークルなどを紹介し、
笑顔のわを広げていきます。

　毎週水曜日に椎葉村総合運動公園でグラウンドゴルフをしていま
す。仲間たちと楽しく運動し、いい汗をかいて交流を深めています。
　グラウンドゴルフは誰にでも出来る簡単なスポーツです。あなた
も、始めてみませんか？

　椎葉に帰り３年がたち（実際は５年くらいいるので
は？という気持ちですが）公私ともに楽しくやっていま
す。仕事、青年活動ともに頑張っていきますのでよろし
くお願いします。

グラウンドゴルフ

水 曜 会

椎葉の生き物


